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ε170えよヲと事る尽ち lず，数ちと l¥ラ往誌を烹序/フ、庁ごし1吾、z，:J室

主主長 σ〉肉ちと色主主とを，信江註して禽辛問苫~二と7T、\必 @t= L て支持

"s作朱で、あ 32， とき勺てよ¥¥ 0>守あ三。

者支ちα企伺燃が‘v.ζ つに派色:ru ¥. ，公望論向日程主宍 E ととの乞~

に至、たの広，芝 III尽b白いこヒで，t主β l¥o fJ..l-3.比較的長立t.

尽んの.今巴ポ乏に fdt \フてかようの亡とで‘示三 o ぞち 3 ん2;.~哩の概

念 1手、百吋ずら知ら h\ 之 I\ F-::J) ~ðろ「之 a 公更から渇夜間に喝時二t

此たミ反色岳勺住民τ夫、‘たく 7T'1二!喜左 ζ た唱 乙力、乙. をめ丸色にいうふ

3璽 ど ， 今日の吹き庁石に¥¥ラ広理と ζ、!手， をの 4きを~C=. ;;f c "W予~tn

Hl ち t;. 1 方、右リに要~~とこるか‘J) do 

事唱にあ、汁~ Jt ~l 的ぱし4 食電降，自己きず回議芳三ぢ!去と L Z会理

主主乏夜明 ιた現内海d手f夕、，且下互直1L 之 n~ 恩義め性質 E ‘見荏

タうるごとさあ ~o この匁喧を庄三宅寸ろために， ~わ tI\.ttJ 肌広、ただ、ち

に.問題。長笠主Eもにま之さ折りすず芯~、さ存めか号、 L ~l 怠\\. lか

L， A理主義1六、一王朝ークに険フたちの ζ:怠く，長¥¥前更を Tラフて円

予ように， l1J Uしめ υ l O.J 害号種ぞと，直かたミ~LI¥.と{之あらゆI-fl~ことの

な~\ままに.-::t手きま m 皆巻ム陣掌よ， 、、、、 C乃勤王争 (JJfJ.1)かろ‘

1炉Lづ‘フ乏勾体左1d-lてきた乏の r(f-め忍あ丞 o 之二 2・ HフLttlf7 lJt (志，

ijJl{しわ Wしの不遜にほ 1¥~ 1三mに広， ~!!ぬ~/ちの，をこり句作公理主

義的思孝の ， 饗 蓬 包 乏 ゥ 亀 返とfニフl¥Z. (j.之とまり《夜観乏うき

ょ51二 l&がち. ~鴻主主左ず亨め之t\く 7ち-m-よ (\β?3 ょと窓 IÐ 恥 ðo

選立~的思考の誕百主は.合理的く1ð- L ¥ι 都育的〉思毛の手量産て.をE

V~~ 

千毒不司令/て佑とどっl.-\てい§。芝川 t三 z と 5 にたむ‘~ ~いう作業 l芯，

畢実上，注目する lて征するあリとあらゆ 3わ号j::.，思想とのトピ v

ヶε.あら寸7、7三白鳥(;.，てしd:，}.，うとす吾作ニ壊と，異なら尽く尽 n てし

まラ尺‘ろう。とてとをのよラTd-二乙 l立ささ f三¥，泊設定、守P，しずl'し、

を 11¥ 7ざ片的資吾、ヒ詑¥1J.." 9とに繋布、るとこ:>cろあ収倍、こを， ここでの

千ーできあ d r論理の本包--1 E 考 乙 ょ う と :ず3 斌 3十七.意院を E つ

とく吾、乙色、てよ¥(Ij)fi問。モ::C'. ごう~~かとい之同島←ー-\1)

た ιの知 eR<.りの二とは I¥)た ια 町長可否，また， ~1ミ仁の知ら江い

こと l玉、通当な限設童くたとえば ，'K(;nf? [tlf53J危 C.) E7弘苓に L て、

あたラ矛黙り嵐拾に，買代金羊に至 2.d ~， σλ調α 下千ミを柄、がり ε持

と怠がち r訴理σ卒 is....1と，¥ラ 7ーでをわた ι7戸、芳え三件二歪吋た

必然性 12 ，保全 )>~L て\¥くよラにした1¥. と思う。非鳥f主主主ま ~b り

芝 ~ð ように見え， 5二と l手た(かだから 二け1 以lニ定ば?に歩è1l~白

鼠Jj:{j. ¥ ¥ <> 

園高の意味 o叡ちと 1¥ラ罷左用(¥~ごとにすりt t;J;.' I をの名に包す

5 切の信子長~、 Id= e:あては環 ιた仇広 ，よ く 知 ら Ihて I¥ ~ように.古

典平り亡/マにあ、れてきあっ示。

ヂリヤマ E嬰割以前たあ‘ I¥てを.陀t戸海)B岸の各賞¥17工y¥¥フもト.

メYï伶 CJ~? .rら lご広，史1/のせラっとをくは怒川た止貨に坦つれで

あら}われたき女主くの文E同1]¥.'あゥたか， ぞ lttら 7ヌ、 a・3 もt?き 11フめて高

いF択さき A 警貫主的切を苛を有くていたこと f手， さまさ‘zの 託 寝11芥ら明ら

Tf..~、 Jう言。民活，居法.天文，邑塁対.湾1/児精，建築侍.をの庄が、

C司堤対話勺句官l立I ~~n らと多文明 Ent主持典再三ゴ江三ため亡、 7京ぐ之f手

尽らゐモラめざぷヲた。 L1J'L. ごUtら広，今自の庵愛からする怠ら

伊織皇た尽，なさというよリ毛・志し 3，会会乞よ1S¥右伏白主 HJ

L '1毛のさあき o 'lこいうの lユ乏川らの間最広，レ1かに肉控室かち

あ多として1:;，経験の Z孟か τ: 髪回向<r-五~とた乙がめら L凡た育毛リ 5 、

無教戸手に集積てr~凡た尼!什め知詰\"促飛的句訟のよ E あつあきd;.，た

V工工工
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か Fラ， δ(f;3. "従職!こ ιプr-e乙プがない汝主的知器町広， 1凪之の匂替T

TJ号、互いに bのよラ危関係にあ 3 のが，個々。也訊、 σ1 寄生性問、~\めよ

うB前理 0)J::..に吟立ハ之 I¥ ~めか芝，生ロ 5 ことíN 之さき TJ ，¥ " 

と二ろで，ギ¥ ~ γ勺人下三巧賂，下司談、おことに，を tn.;rぞめん?

と尽ふと既乏 ヴ 之 l¥位。それ広.ヂクヤャ人たちび「‘憎の文明に陵

々て.格f安芸初な第情的巴主主、E百 Lていた，と 1¥う1¥みさl三屯"... 

芝うご7・Q1a. <乙 をうし尺匂為、の何 事 を ， 実 用 面 か ち な7リ民尽し.

全く才也元iclてぬフた， という¥I恥ぢA ち。芝4結里，平』リヲャ人

たち I"d-，設乞という，新たEヌ11雪。町内 1主吊芝‘うみF2すことにな

7 た。なr宇‘りヤャ人たちくだ'作) !Jf.'， 乏のようえ3ニヒ εLためが

? 芝l/l匹、丈 11 fこ7定 ~IG うちのあ~ニと陀、ヒ思うがヘ， と乞7ずく1:;，

ヨザソ Vマノιたちの‘この純粋に Lて極端1怠住専ft'. 予三とえたr'，無賃

め也自主ちあた z 品という暗部?eI!t1f::. '4加 Lたれあ ou 印

刷自白~ffl C~、とす g 精 袖d 皇白む;百計7rルノいかに撃か広君、りをうみ

た訴ちの C、あるのか l手，銘記さ IIIてJn 0 ) 

王斗宅事く-g6.-i主孔r'r) ~‘主文寺 E~を江て 3 ことに広~}.手た宍片ご 1\ :3の

ち，宋l警の府代にさ乞ざミ mt.tlln l¥"¥.1手， と1;ej" lt L Jd:' ，雪量きを，実相ょ

の$(.、雲と結仕乃|ヤて巻えしかtちでみ三 o ιか eI 自ちの"みさの準点

!エ. 人周-rF'文同生活左色人芯‘ 1¥くとさ‘勉ロ必零芯1¥その 5あ三二o

E 'lこ之 f;J:'， ~ J 11 ~定率俸制下。註主主萄|存の脅さ雅ごEの高色に民 L 之，当

E存在日ょう tt¥. <: I ¥ 尽き立さか、い 17、厚ど、幼稚 E その <::;2句、だが， 本 え Z<Jヤ3

ff::.' 1 ¥ J ¥ 0 毛主導乏築主主主寸ろの広， 星空用上今必聖~ l!' dえ3以よL に， 色斗た

ι星空， ¥京嘗く向そF字1八のl唱煎c'高志 o

苦境 ~tf 契侍左広侍川，毒気ち向知裁が‘車忍三る z ごとの穏期 1夫、経聴肉

薄オヂ/こ::Rめら Ull与く居守た、というこヒ d 亀F七万ra ~こちは， ι?

Y 匂 ~l ~ ¥ ¥厚 Uフミぎ 1¥の ι， ニの串， E. l'ιゆし喜美乙<， 毒来 Lて

(f，'、く必零11-'あ ~o

12事吟<.. e.長H..E:.!怖に ι之 .ろ: 4-:ちの比の三命略乏究員~tLt玉、，最

丈魚とし之直序1 互フ~ごど くさら 1\ t主，大昔t1'ら a 大工きあI.H.tr'~宣之ミ

モ5知ヲ之い~t7 Lか L. 直声，:Eラミ在均の担上の契間的，慢 1乍z:くた

l.X 

またd:)切弓 Z¥¥ ~ごとと 32十 4?=ヂ z 三間~， eIヨヨ¥¥ I在c>9

y ラスの定期く(7)'O(fa再") E.句フ之¥-¥~こと乙乏 l手， 1¥ Jt1ヌ‘熊本向に

畏f芸名。ギ‘リ γャ人たち 〈ムア).1どめた匂空気、広，後告さぷ，たo

~K.(の色三吾た主，殺与向生口ßX仁/字， 少くと t ‘ iろっ白木&を乏

F乙之おか忍什以段、広ち?7J1¥ R3，ぅ， と廼 Ibq¥ 3.0 を tHらf三，⑦を1;(乞

針主主，②者立す的若来志.②数雪間金品、 δ五「之 ， と川ちLj¥後首応

討IT宣0)ー塵1d> 1自身に のょに. 尽 0Ji'lて v¥句ヰ亨 z毛の δあa.。

/く閉民営 Z:t; I 汝 ゃ 毘τ陀!こぺ¥¥て. 芝z主、まに芽記者三 :す3 ことが、σ

乏 o" こうした能iJt来、 〆E主主時代、を遁七、之を忙し E ，ど定三ら¥t¥三

者王国広存¥¥のき，万三らく， 3ぢ耳首lφ 魚従軍キこめがたλ笥 に 乏

1手ゆった普L島向保 tJのー土手をG-?)もめと L之. ご似を乏 Z でこ丸、 1¥Z 

ct ¥ ¥ -p.:' 3，う。 ιtt (. ，こ 11¥iろ獣き的存償金、乏を序 ιて，き誌の名称伝手

話を楢Tきと lrとリ， 図的 E嶺知1l たりして ，ERE手助夜色εうみだ苛め

広 t>.. l '3特殊に，社主主的・丈閥的丘 i昆?廷で、あ Zσ 主主き~#1 e:-~ :s.むよ，

このよつに高官へ..:.yIHてあ急電疑としての敬与的被志のょにあ、¥¥て ι

か， 自らをくみたと ZL ことが'~ぎ広\' <:> C.昌子での〉毘ヨ杭/三，(f;‘をら

く ， ご σ ょフぷ貫長の四t'1牲と ß~主性とに.を手立ぐ渠dつあJf'ゐ υL 之

) ¥んとこ 311-"， m角午め t弓このよう彦島奇的引主庖広. >;2 Llt目立E

E7弔均ナ什ょうとす ð~立与供忍考の怠かむ，とこ 86' e京溜τ!.qtノ

普担1じをとげと Yやくこどが、忍さき o lb Wいわ}凡げふつう尊23-とみ主主ぢ

σlム をのよう/二君主主託金彦三そうのめ蓄を短命八とみ0 う、投写的理

論伊展開の一読~)tr三 . 広が忍ちな1\一一。

のちに‘敬老~Ó}喜三位について孝三:..， zみさときにl この図式 lζ 呂、た

たる:‘ふ仇， よりさ手乙ぐ乏の閃~左老之島あ‘ ( Z-qト三共長会折、あ三官13

ヲ。モこ1¥うの多，祖宗主としての数きが‘宵詰ま 3と01入居、， ~ ll¥ Tf.."本

来Td:1ニコとの団安L包あづたのか左官え自 ι. 再度乏Q) 1芝在主的芯)~史ペ

とi絢子守くようと CJきの J手， 当然たとP ら L凡'2&\\建老司~l"み、ちめふ

ピつだがち p をのように il Z，わたし lユ，事ぇ営基þ{ð奇から，ま~~乏

蔓建つや片 Stめとし乙の多肩車パ，さらに，論理的嬰老乏対ごうえ間4

墳悼のー紅念の奄え性格八乙.論述 Eミr1.:>司厚‘らせ sきd;3ラ。

x 
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さで. ~われわれは.5ん'rle.ìJ.ë.sのまことにまことに陸巨亨/てを t

事について，いまや茜忌 ë!) ぺきとささJi)~申

7J-t!'， 5lk leld. esβ のか? 古川広 J 危 詑 ネ 積 め ご の 数 き 吉 め t

事に?主回す 37写ら位、，千り y"¥"人足ちが晃きあげた古付数与の内容

d背負量亙E. の二五ところ尽く切ろことか、で 32ーから p た Jきずちら忌

Ho 

ギリ Vャ αt!正きが、いつでち γ、らど、のように手もきしてさたのか

について応.!í門匁のあl\たで~ =&. J孝之んとく ~r.) し n ことガ知ら~\.

Zい尽¥¥ 0 手安急乍ら税制戸‘ Jf.~ ゆl.t\ ~ L ~ ~ Z 1 ¥ o-のさ 2匹、そらく

今稜モ餌?かに~ろ亡とtJ，后\，だ・5う。 ι力、e. 1>、母3庁、にhわが

う之¥'ろところ 3色ぅ芯ら 5ペミごレトスのThol否s.Id-〆 6で完酒Ii6世

紀 c"3. tナら~伺きに漫経均車協112:良司レていた、ヒいフ。ごめ方

)乏 lユ移~考d司S. 尽 G 芝のき、可互に五、1\て. 一層のぞ~をとげた。

ままご!'~に工夫ょt ll'\た詑問 y切らえら ij\，た積拍車芝. 。ト者)lα主主義と訴1

混とから主主位:'，.~~~論理酌先手\0 干巴仁 z と均 J:> とこす 2 ，奇主宰早い

き立、お広，キフ干之の Hi作ocr.ate~ 1::よヴで、 k};.，き LHt三(4たtzaνin.

[1q68 = 19'17: 48子1)。

一九，ぞ!:-[J，再 E 告すT す2.~聖に用 t ¥ ~、意繰的確論1 丈夫、ノむのような jレー

/レによヴ Z 否~'i! S 'U¥ -，;; 11 u¥.1d‘尽ら区¥¥の 71¥. につい τ広 ，A6s1oー

かJesφ か 聾1犬、，選終的広島♀rRE与えて)")~ 01匙尽ノ三段論滋を合|

契 Leをめ五ら l-t~塚舎に戻偽種目T空自乙，官建J玄(問起訴百円切

q局理 E基礎っ、、片 古礎論坦も在宅芝時ざτた o

TABLE 1 c.624/斗0-546B.C.Thales 

Pythagoras c.569-斗97B.C.

Hippocrates 470-400B.C. 

Platδn ‘ c.斗27-3斗7B.C.

Aristoteles 38斗-322B.C.

Eukleid否s -300B.C.ー

Zenon c.与90ー与30B.C. 
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Eぃkleìc~es /ユ. 1建に曳行<t~t5照明リ γ マ ο き江主駒内哀を奏時し、

島白に伊之トィ γィγ(預泊。 θ モこして包 lわ勺て(¥~ ~物7 に、 z に

〈タうた o こにいう←夏向」 ζI'J.たた、~に，故営肘匂抗、左認否1\ した

り、 :是正雲南 1之真悟~ -6ト壇 εσ こらず羽!聾 L'F-:-))す五ことをいうので:

は尽くて. をII¥. iうφ あいだめ持擢的主主主11:且陸軍島乏毛.院短 1与&:.六 0'

鵠1克E乙. 彦主毘φ曳口献をτ、と「の一貫くた町ユφ住誌に高吟 ι旦すこと

芝‘ いう e 細ゴ童芝無穐l$'d t三1)IJ'. fil~言持品 fユ.とさの一遣の前埋め

き TLf:= J;' 1 ¥て毛， をU-lらすらま女邑にtのほ・ 32定3雪乏3正明 L之)¥< i翼
鐸拘住持にすすい之 17.特のうち b こち m尽い安号室ざ左衛えた、奇町、

拘に七生高1(カ、完イベ-さ室オ初i2、j)3，と色づて I¥ ，、'
キラ Iþ-々 E ちL-\勺之.みであょう。 b人Kl~ìμs の E 需給dJ f立.古71

置さ存しに.いき7ð-)、フミ~<1)ょう広一連め宜主与がら、柏ま2. . 

場 1を包奉

1、取口音巴干与の怠い tー の e~ ~o 

2. 首亨必唱~ :e-¥¥長さ。

ミ記事、の掛ロ除。

4 直線区をのよ q換に吋してー楳に責たf{)~畿であきo

5'.面広喪主之胞のみ主主有す~-eのでで あ ~o

ι亜の端 fd位。

ワ‘平面~芝めよのÆ1績に符して)援に:噴たわ 3 面であ写。

8-.平面~ r:l.平盟主にあヲ之砲をわっかっ ~l亘棋に区尽ちな

い2つの直長泉α積:rGJう ~ø

時中

15.物 A 錦広境事をあ 3.

科，担問は 1つまたrs.l ¥くつかくろ境界ざ回まけ1左モのき五三 a

1広岡ld--1.つの存~<;阻â ¥fl乏平面図苛きさL〆 こφ図形 q阿部 lこ2vl

三 1定時干、γ少のを φ俄ペ締人定直樹二がす/でて互 1¥に穿 ζ f¥e

の包 3ら'i)0 

16 ご φ主保乏同の中へどといラ。

X~ X~~ 
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; (ttz~詮〉

23. 問己、 F白内にあフで.間仰八偲同ミた延長(之 t~ わらで、 fう

羽をわら思¥¥ IIぽ1U61令 ) }ユ~R-<了、 あるという o

〈ヤ非同之[fqワ3::1千 J)

色気、t=o-芝づグいて. ~ (2:.突然. z;き字tJ<';明門学り U¥d : 

公事

犯のこ之を零-1<:1) d " 

工 高...".て内長からすべ、て q 府ヘ歪結、(待介)択‘引片 do

之官 f互の亙紙 E をの江ま亘線尺辺二医ぞき ~o

3， o)パ、之 φ 午 lむと半定を同すず主主，'i~。

4. (fぺ、ての互角 ιq¥¥ Iて塙 ι1¥0 

ち， 2直線尺 i直後伊‘友tO刀で，問 t傍It之 2直角 ιよリ 1ト芝 l'閃

長1をT々dTI-む 1玉、、，ごφ2直]?乏を無限仁義豆司>aと. 2直前

とf-.91トニ11¥肉角のあ dtlI¥さすz:~t) d 0 (中者傾ι1qワ.3:3J)

ご9・怪気の吃のか¥平守t台、dE金之よぽ切l~ 15の守巧 ao

この 2主主主にフプ、"乞. フ三子・の 2ζ麹 1タ掲げらけta> : 

子ぞi亙板金、

::L同心‘ t戸うにき写乙，¥毛のは互いに界 ιL--I0 

2 辱[， 1 \ものに界 ι いで内~唱えlft r芸人金主EIユ者ιい o

:5.集 ι\\ 毛めがち早乙 1\ モの芝到片足安子1>/立第乙~， .. 

4. ~}谷会わてE ら件\.3 を?の応互いに集 L い。

ちi金貨!手部合-cI!Jメご句 (~手手伝 [.19っ'3:41)
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厄濯がご~ J をまt1O'うきょうにさ )Dl1\.てを，をとをと総理与 α z;ぁ ~o

一一この点Id-， のちにわ川われ'!k' H，-IÞ~r-r， trodeJ与の企予l之島芝
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tiらは1たのか tι以江口。平ヮ V-.r人たちの記、良厚長tJ..I I手芯思た・

不安企尽をの 5あ 7 たアテら. ~ 0走f厄性=t;き Lりあて)Ilいも仇きあづ
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Jv1 ìVl\くひいJskì め偽名にJ~ ，..知体旬ま主義戸th~¥0 g i.sch e q-.命
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η〈従湿す3=とに忍 ζ。

コーワリゥド喚問き広， 人賓が、最有1に手た Lた完結仁たー形式酌徒
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乏ういつまさち t らこた之 3 見込.J-j- 広，全く与い，合理酌B~、慢の

皇自ち思たらぎが，ま正系ε粁ちぐた、ぐ臼 1犬、二認す、やヴ之く三。一一一=

'r1 ft¥.' J 昂改キリ之ト事なせ界~;堤転 1T' ら引ごと~-=との芝、ミ!. ~ .三~Ip
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